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東京科学大学 化学物質管理支援システム IASO R7 

２０２４年度（大岡山地区） 
毒物管理の為の在庫確認作業  工・物・環（大岡山地区）安全管理室 

２０２５．３．４              
 

■毒物管理の為の在庫確認作業について（大岡山地区） 

毒物の管理精度の向上のため、令和７年３月６日（木）～３月１２日（水）の期間に IASO Ｒ７の棚卸機

能を使用し在庫の確認作業を以下の手順で実施願います。 

① DATA MANAGER を使い、研究室で所有している毒物のリストを作成してください。 

② 持ち出されている毒物は所定の場所に全て返却処理してください。 

③ リストに記載されている毒物を集め、CHEMICAL MANAGER で棚卸し（開封・未開封の確認、ビン重

量の登録）を行います。棚卸設定（５日）と完了処理は工・物・環安全管理室で行いますので研究室 

では行わないで下さい。 

④ CHEMICAL MANAGER の「棚卸未処理リスト」で棚卸し漏れが無いかを確認します。 

⑤ 研究室で棚卸詳細リストを打ち出していただき、教員のサインが入ったリストが工・物・環（大岡山地区）

安全管理室へ届いたら棚卸完了処理を行います。３月１３日（木）中に棚卸詳細リストが工・物・環

（大岡山地区）安全管理室（Ｈ-１２７）へ届くように送付してください。 

STEP１．毒物の在庫リスト作成 

① DATA MANAGER を起動し、「在庫リスト」を選

択します。 

 

② 「法規」を押します。 

 

③ 法規選択画面で、「特定毒物」と「毒物」、 

「東京工業大学監視物質」にチェックを入れ、 

決定を押します。 

 

④ 法規画面に右の条件が 

出ます。 

 

⑤ 詳細にチェックをします。 

 

⑥ ＬＩＳＴボタンを押します。 

 

⑦ 在庫詳細リストがサブフォームで表示されます。 

オプション印刷するか、「ダウンロード」機能で CSV

ファイルを作成して Excel 等で参照ください。 

 

※ 毒物を所有していない研究室は、対象薬品が無

いと表示されます。毒物を所有されていない研究

室は棚卸しを行う必要はございません。 
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STEP２．使用中（持ち出し中）の毒物の確認 

使用中（持ち出されているまま）の薬品の棚卸しはできません。持ち出されている毒物を全て返却処理

してください。 

 

① CHEMICALMANAGER または DATAMANAGER

の「i」ボタンから「持出中薬品リスト」を選択します。 

 

② 持出中薬品リストの中から毒物を確認します。 

 リスト中には毒物の表示はありませんのでご了承 

ください。 

 

③ 持ち出した ま まの毒物があ っ た場合は、

CHEMICAL MANAGER の「持出・返却」で返却

してください。ただし、持ち出した方のパスワードで

しか返却は受け付けませんのでご注意ください。 

 

STEP３．棚卸し処理 

棚卸し期間中は毒物の持出処理はできません。また、全ての試薬の薬品登録および保管場所変更も

できませんので、メモ等に使用記録を残し、棚卸し完了後に入力してください。 

 

① CHEMICAL MANAGER を起動し、「棚卸入力」

を選択します。「棚卸入力」は期間中のみ使用が

可能です。 

② 棚卸しをする試薬の IASO バーコード№を入力し

ます。 

③ データがサーバから読み出され、対象試薬のデー

タが表示されます。 

④ 未使用の試薬については使用状態（未開封／ 

開封）のみを確認して、「ENTER」ボタンを押してくださ 

い。未開封だったものが開封されていた場合、登録漏 

れが考えられます。実験ノート等と照らし合わせて、いつ開封したかの記録を理由書として工・物・環安全

管理室へ提出して下さい。 

⑤ 開封されている試薬の場合は、使用状態を確認した後、ビンの重量を「棚卸計量値」に入力して下さ 

い。電子天秤を接続されている場合は「天秤ボタン」を押せば自動的に計量値が入力されます。 

⑥ 「棚卸計量値」と「最新計量値」の値に誤差が生じていないか確認してからキーボードの Enter ボタンを 

押してください。誤差が生じている場合、入力間違いや使用時の入力漏れ等が考えられます。 

※ Enter ボタンを押す前であれば訂正して再入力が可能です。 

⑦ 誤差が生じていない時は「ENTER」ボタンを押し、確定します。入力漏れ等による誤差の場合はそのま 

ま確定させますが、いつ使用したのか記録を理由書として工・物・環安全管理室へ提出して下さい。 
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STEP４．棚卸し漏れの確認 

① CHEMICAL MANAGERの「棚卸」画面上にある

「棚卸未処理リスト」で、棚卸し期間中はいつで

も棚卸しが完了していない試薬のチェックができ

ます。 

② ここで表示されたリストは棚卸しから漏れた毒物で

す。自分の研究室のグループＩＤが付いている試

薬がリストアップされなくなるまで、ＳＴＥＰ３の棚卸

し処理を繰りかえしてください。 

 試薬ビンが見当たらず棚卸しが出来ない場合は

空ビン処理を忘れて廃棄してしまった等の理由が

考えられますので、履歴を参照しながら調査し、

理由書として棚卸詳細リストと一緒に工・物・環

安全管理室へ提出してください。 

③ 棚卸し期間終了までにリストから消えなかった試

薬、空びん処理忘れ、入力漏れ等で直前の履

歴との誤差が生じている場合は、研究室で十分

な調査をし、工・物・環安全管理室（内線３３１

７）まで連絡してください。 

STEP５．棚卸し完了の連絡 

 

 

 

 

 

① DATA MANAGER にログインし、「棚卸リスト」を 

選択します。 

② リスト種別は「すべて」を選択、棚卸し期間を設定

し、詳細にチェックをして「LIST」ボタンと押すと、該

当する棚卸しが画面下に表示されます。 

③ 参照したい棚卸しをクリックすると棚卸しの結果が

表示されます。 

表示日は棚卸設定をした日時になります。 

④ 教員は画面印刷された内容を確認した上でリスト

の空きスペースにサインを記入してください。 

※棚卸詳細リストを打ち出す際は、ページ数を 

ご確認下さい。 

 

 

研究室で棚卸詳細リストを出力し、教員が内容確認後にサインをしたリストが工・物・環安全管理室

（H-127）へ届いた順に安全管理室で棚卸完了処理を行います。３月１３日中に棚卸詳細リストが届

かない研究室は棚卸しが完了していないとみなします。 

完了処理後、棚卸し機能は使用不可（グレーアウト）となります。 
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棚卸し完了までに、「棚卸未処理薬品」が無くならなかった場合は、その薬品について以下の報告をお願い

致します。 

● 物質名と IASO バーコード№ 

● 未処理理由（空ビン処理忘れ、他研究室に譲渡、他保管場所に存在 等） 

● 空ビン処理の可否（理由の明確なものは、棚卸し完了時に工・物・環安全管理室で空ビンにできます） 

なお、今回の棚卸しの結果は DATA MANAGER で完了後いつでも確認可能です。 

 

■水銀使用機器の登録 

工・物・環の３学院（大岡山地区）では、水銀を使用している機器（温度計、マノメータ等）も試薬同様に

IASO に登録管理しています。 

薬品登録で「薬品ラベルバーコード№」フィールドに以下のバーコードをリーダーで読み取るか、直接タイプす

れば対象のマスタデータが表示されます。 

HGEQ001 

水銀マノメータ・真空計 

 

HGEQ002 

水銀温度計 

 

HGEQ003 

その他水銀使用機器（ポロシメータ等） 

 

【登録方法】 

① 水銀を使用している機器に IASOバーコード№

を貼ります。持出・返却処理は行いません。番

号が判別できればバーコードリーダーで読み

取りができなくても結構です。 

② CHEMICAL MANAGER を起動し、「薬品登録」

を選択します。 

③ 「薬品ラベルバーコード№」欄に上のバーコー

ドを入力すると、対象となる機器のマスタデー

タが表示されます。 

④ 試薬同様に保管場所を選択し、貼り付けた

IASO バーコード№を入力します。 

【注意事項】 

① 持出・返却処理は行いませんが、設置場所を変える場合は「保管場所変更」を行ってください。 

② 「コメントⅡ」に機器全体の重量を記入ください。 

③ 不要となり廃棄する場合は、必ず CHEMICAL MANAGER で「廃棄薬品登録」をしてください。 
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